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【昨日の市況概要】 公示仲値 111.08

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY USD/CHF GBP/USD AUD/USD
TKY  9:00AM 111.00 1.1149 123.74 0.9753 1.2759 0.7587
SYD-NY High 111.42 1.1202 124.45 0.9757 1.2806 0.7630
SYD-NY Low 110.65 1.1139 123.57 0.9727 1.2752 0.7577
NY 5:00 PM 110.85 1.1198 124.12 0.9741 1.2778 0.7616

USD/JPY Volatility 1M ATM (NY Close Lvl) 7.61/7.96 Δ25RR 0.648 Yen Call Over
NY DOW 21,384.28 24.38 債券市場 日本2年債 -0.1140 0.3bp         
NASDAQ 6,151.76 ▲ 13.74 日本10年債 0.0560 0.3bp         
S&P 2,433.15 0.69 米国2年債 1.3151 ▲3.6bp      

日経平均 19,943.26 111.44 米国5年債 1.7433 ▲2.0bp      
TOPIX 1,596.04 7.95 米国10年債 2.1514 ▲1.2bp      

ｼｶｺﾞ日経先物 19,975.00 55.00 独10年債 0.2760 ▲0.6bp      
ﾛﾝﾄﾞﾝFT 7,463.54 44.18 英10年債 1.0180 ▲1.3bp      
DAX 12,752.73 60.92 豪10年債 2.4070 4.9bp         【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】

ﾊﾝｾﾝ指数 25,626.49 61.15 為替市況 USD/CNH 6.8126 0.0057 　
上海総合 3,123.17 ▲ 9.32 ドルインデックス 97.16 ▲0.27

USDJPY 3M Vol 8.11 ▲0.01% 商品市況 CRB指数 173.052 0.27
USDJPY 6M Vol 8.71 ▲0.03% NY金 1,256.50 1.90
EURJPY 3M Vol 8.13 ▲0.17% WTI 44.74 0.28
EURJPY 6M Vol 8.97 ▲0.11% Dubai Spot 45.83 0.20

　

【予想レンジ】
通貨ペア
想定レンジ

【マーケット・インプレッション】

　

担当：伊藤・森谷

当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると判断した情報に基づいて作成されています
が、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。投資に関する最終決定は、お客様ご自身の判断で
なさるようにお願い申し上げます。また､当資料の著作権はみずほ銀行に属し､その目的を問わず無断で引用または複製することを禁じます。
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海外時間に行われた日銀会合は金融政策現状維持となり､堅調な海外株を背景にﾄﾞﾙ円は高値111.42をつけ､111.30ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ｡朝
方発表された米5月住宅着工件数が冴えない結果となり､下落開始｡｢米大手ｵﾝﾗｲﾝ小売企業が米高級ｽｰﾊﾟｰ買収を発表｣との報道を受け
て､競合する小売関連株の売りが強まり､米株が軟調なｽﾀｰﾄとなったこと等から､ﾄﾞﾙ円は111円を割り込んで下落｡さらに､その後発表され
た米6月ﾐｼｶﾞﾝ大学消費者ﾏｲﾝﾄﾞ(速報)が予想を下回ったことなどから米金利が一段と低下するとﾄﾞﾙ円は安値110.65まで下落｡その後､米
金利低下が一巡したことや､米株がﾌﾟﾗｽ圏に転じたことからﾄﾞﾙ円は110.91まで回復｡しかし､ｶﾌﾟﾗﾝ･ﾀ゙ ﾗｽ連銀総裁(投票権あり)による｢利上
げは非常に慎重に進める必要がある｣｢今後の利上げはｲﾝﾌﾚ上昇を待つべき｣とのﾊﾄ派な発言を受け､米金利も冴えない動きをみせたこと
から､ﾄﾞﾙ円は111円台を回復することなく､110.80を挟んで上値重く推移し､110.85ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞした｡一方ﾕｰﾛﾄﾞﾙは1.1162ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟ
ﾝ｡弱い米経済指標を受けて米金利低下と共にﾄﾞﾙ売りが強まり､ﾕｰﾛﾄﾞﾙは1.1202まで上昇｡しかし1.12台では積極的に上値を追う展開とは
ならず､1.1198ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞした｡
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朝方のﾄﾞﾙ円は海外時間の流れを引き継ぎ前日高値(110.98)を上抜け､111.00ﾚﾍﾞﾙで東京時間ｵｰﾌﾟﾝ｡日経平均株価が前日比100円超高
まで上昇する堅調推移となるとﾄﾞﾙ円は111円台前半での底堅い推移となった｡日銀金融政策決定会合において金融政策の現状維持が決
定されたことが伝わると､瞬時111.27まで上昇した後に111.00をつける慌しい動きを見せたが､その後すぐに落ち着きを取り戻した｡その後
は黒田日銀総裁の会見を控えて様子見ﾑｰﾄﾞとなり111円台前半での方向感に欠ける推移が続き､結局111.06ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞした｡(東京
15:30)
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ﾛﾝﾄﾞﾝ市場ﾄﾞﾙ円は111円台前半でしっかり推移した｡111.06ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡黒田日銀総裁の記者会見では出口説明が見送りされたため日
銀による緩和策に当面変化なしとの市場の大方の予想が確認され2週間ぶりの高値111.42を付けた｡その後は午後の米指標を待ちながら
111.30ﾚﾍﾞﾙでﾆｭｰﾖｰｸへ渡った｡(ﾛﾝﾄﾞﾝﾄｰﾙﾌﾘｰ 00531 444 179 西海)

【昨日の指標等】
Date Time Event 結果 予想
6月16日 － 日 日銀金融政策決定会合　当座預金金利 -0.10% -0.10%

15:30 日 黒田日銀総裁記者会見 - -

18:00 欧 CPI（前月比/前年比）・確報 5月 -0.1%/1.4% -0.1%/1.4%

21:30 米 住宅着工件数/建設許可件数 5月 1092K/1168K 1220K/1249K

23:00 米 ミシガン大学消費者マインド・速報 6月 94.5 97.0

6月17日 01:45 米 カプラン・ダラス連銀総裁　講演 - -

【本日の予定】
Date Time Event 予想 前回
6月19日 08:50 日 貿易収支 5月 ￥43.3B ￥481.1B

21:00 米 ダドリー・ニューヨーク連銀総裁　講演 - - -

米5月住宅着工件数、建設許可件数、6月消費者態度指数など、発表される米経済指標は軒並み弱いものが多く、
利上げとバランスシートの縮小を平行して進める方針を表明した米当局の景況感が楽観に過ぎることを示唆する内
容であり、積極的にドル/円を買っていける状況ではないとの見方が多くなろう。テクニカルで200日移動平均線が
走っている110.70近傍にてどれほどドル買いが強いのかが注目される。


